
3 .河口通過稚魚観測事業

I 調 査 目 的

降海するサケ稚魚の消長と，その期間の河川環境を経年的lζ観測し，河川規模，放流量，地域環境

などに応じた人工ふ化稚魚の効果的放流方法を確立してサケ，マス漁業の安定的発展をはかる。

E 調査内容

1.調査期間:岡和 52年2月.......3月

2. 調査場所:奥入瀬川

3. 調査担当者:相坂養魚場長三田 治

主 任研究員青山禎夫(主担)

H 佐 藤直一

業務員松田 毅

H 松 田 銀 治

4. 調査項目:(1)河川環境調査

(2)サケ稚魚採捕調査

(3)採捕稚魚の魚体測定

園 調査の結果と今 後 の 課 題

(1) 河川環境調査

サケ稚魚採捕調査地点および観測調査地点における河川環境は(2月9日.......3月30日)，水温

が1.6.......7.9 "c ，流水量は 12.9.......4 6.2ni/ s e c ，溶存酸素量は 9.5.......14.1 ppm，ベントスの湿重

量 (25X25cmサーバーネット)は0.3.......0.4 ~であった。

また，奥入瀬川における雪どけによる増水は3月下旬にはじまり 4月中~下旬に最大となる。

沿岸の海水温が(旬別平均水温)，サケ稚魚の沖合移動水温といわれている 15"Cに達するのは

例年6月下旬頃となっている。

(2) サケ稚魚採捕調査

第 1表に示す人工ふ化稚魚の放流を受けて，河口までに設定した 5調査点において曳網操業によ

って採捕試験を実施した。

第 1表 人工サケ稚魚放流状況(奥入瀬川鮭鱒増殖漁協〉

放 流
放流魚体

天候 気温 水温 放涜尾数 測定 F. L (cm) B.W(タ〉
年月日

(c) ぐの 局 尾数 平均 範囲 平均 範囲

52. 1. 10 bc -1β 2.7 1，284，700 10 4.1 
3.0 

0.6 ~0.3 1.0 ....... 4.11 

52. 3. 1 
L 一一一 」

6，2 23，30 0 
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曳網の規格は網目 10節，袖網の l片の長さ 4.6m ，高さ 1.1mで 1回の操業は網口幅 1m，安

網距離 10視を基準としたので約 10 nf内の採捕となるが， 1調査地点においては 5回ずつf栄業し

内を採捕したことになる。Tこので 150nf 

サケ稚魚の乗網結J栄l土第 2去に示すとおり 1調査地点につき 0---422尾の採捕となっており，

日時の経過とともに下流域への移重M頃向がうかがわれる。

奥入瀬川における人てふ化稚魚の河川放流通期について検討すると(何日から 26km上流のふ化

場から放流するとして)， べ0サケ稚魚の降海行動は初期においては海水を求めての生理的行動と

いうよりも，流れと摂餌活動による生態的行動と思われるので，放流地点が河rJから約 26伽上流

にある乙とや河 111の雪どけによる増水期との関連を号慮し，さらに，~滞海惟魚が沿岸遊泳期を終

えて外洋へ移動するのが，青森県の太平洋側では海水温が 15 'cとなる 6月中~下旬とされている

ことなどを考えると，稚魚、の放流期は一応 4月上~中旬頃までと思われる。

曳 網 乗純サケ稚魚尾数
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採捕稚魚、の魚f糊 定

採捕稚魚の大きさは第:~去にみられるとおり尾又長 3. :~ ---6. 0 cm ，体重 O.3 ---2. 1 "1である。

摂餌状況を三区分(満，中，空腹)すると満腹状況の稚魚が多く， )IIj年までのトラソプ調査によ

るサンプルでは空腹状態の魚体が多かったのとは相異する。

今後の調査としては降海後の沿岸における生態，特Iこ減耗機構を把躍することによる効果的放流万

101 九:1 0 

(3) 

8 

法の確立が必要である。

(詳細は河口通過稚魚観i!l.iJ事業報告書参照)
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第 3表 採捕サケ稚魚の魚体測定

1¥ 測定 サケ稚魚の大きさ 摂餌状況

年月 日 尾数 F. L (cm) B.W(タ) 満 腹 中 腹 空腹

回 局 平均 範囲 平均 範囲 信 儲 同

5 2 
1回目 2月9日.......2月10日 15 3.8 3.3---4.7 0.5 0.3へ'().9 6 4 5 

2 2 : 1 6.......2 : 1 7 11 4.2 3.5---5.1 0.8 0.4.......1.4 5 5 1 

3 2:23.......2:24 10 4.1 3.6.......5.0 0.7 0.4.......1.3 3 4 3 

4 3 2.......3 3 13 3.9 3.3.......6.0 0.6 0.4 ....... 2.1 4 5 4 

5 3 9....... 3 1 0 15 4.1 3.6.......5.2 0.7 0.4.......1.5 7 8 。
6 3:16.......3:17 15 3.8 3.5---4.6 0.5 0.3へ'().9 10 5 。
7 3 : 2 3 9 4.1 3.6---4.9 0.8 0.5 ....... 1.2 5 4 。
8 330  4 4.4 4.1.......4.8 0.9 0.8.......1.2 3 1 。
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